万葉の 「ククリ」 歌と東山道 ―― 「景行紀」 の 「ククリ」 と東山道の脇道 ―― by 木野村 茂美
一は
じ
め
に
『
万
葉
集』
中
に
は
、
未
だ
定
訓
が
無
い
歌
や
、
詠
み
込
ま
れ
て
い
る
地
名
が
定
か
で
な
い
歌
が
何
首
か
あ
る
。
本
稿
で
は
、
そ
れ
ら
の
作
品
の
中
か
ら
、
訓
・
地
名
・
解
釈
な
ど
が
定
ま
っ
て
お
ら
ず
、
筆
者
の
出
身
地
で
あ
る
美
濃
の
国
が
詠
ま
れ
て
い
る
歌
に
興
味
を
持
ち
、
先
行
研
究
を
再
確
認
し
新
た
な
見
解
が
見
出
せ
な
い
か
考
察
し
た
い
。
当
該
歌
は
、
巻
十
三
の
雑
歌
に
分
類
さ
れ
て
い
る
作
者
未
詳
の
三
二
四
二
番
の
歌
で
あ
る
。
百
岐
年
三
野
之
国
之
高
北
之
八
十
一
隣
之
宮
尓
日
向
尓
行
靡
闕
矣
有
登
聞
而
吾
通
道
之
奥
十
山
三
野
之
山
靡
得
人
雖
レ
跡
如
此
依
等
人
雖
レ
衝
無
レ
意
山
之
奥
礒
山
三
野
之
山
(
⑬
三
二
四
二)
右
一
首
(
本
文
中
の
万
葉
集
の
歌
の
表
記
は
『
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
(
１)』
に
拠
っ
た)
当
該
歌
に
は
第
六
句
｢
行
靡
闕
矣｣
の
定
訓
が
な
い
こ
と
、｢
高
北｣
｢
八
十
一
隣
之
宮｣
｢
奥
十
山｣
の
地
に
つ
い
て
確
定
が
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
な
ど
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
作
歌
状
況
や
作
品
全
体
の
解
釈
も
未
だ
定
ま
っ
て
い
な
い
。
ま
ず
は
先
行
研
究
を
確
認
し
て
お
く
。
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万
葉
の
｢
ク
ク
リ｣
歌
と
東
山
道
｢
景
行
紀｣
の
｢
ク
ク
リ｣
と
東
山
道
の
脇
道
木
野
村
茂
美
二当
該
歌
の
諸
問
題
ま
ず
第
六
句
｢
行
靡
闕
矣｣
の
訓
に
つ
い
て
、
澤
瀉
『
注
釋
(
２)』
は
｢
日
向
ひ
に
行
き
靡
け
る｣
、『
私
注
(
３)』
は
｢
闕｣
を
｢
関
所
の
関｣
と
し
、｢
日
向
に
行
き
な
む
関
を｣
と
訓
ん
で
い
る
。
そ
し
て
、
松
田
好
夫
氏
(
４)
は
｢
行
靡
闕
矣｣
の
訓
と
し
て
、｢『
闕』
は
も
と
文
字
の
闕
け
て
い
る
し
る
し
で
あ
っ
て
、『
行
靡
闕
矣』
と
小
字
に
な
っ
て
い
た
と
考
え｣
ら
れ
、｢
行
靡｣
と
｢
矣｣
と
の
間
に
は
語
が
欠
け
、｢
行
靡｣
と
｢
矣｣
と
の
間
に
｢
た
わ
や
め｣
の
語
を
復
原
す
る
こ
と
で
詩
形
も
整
い
、
｢
闕｣
の
字
の
問
題
も
解
決
す
る
と
｢
行
靡
闕
矣｣
の
訓
を
｢
行
き
靡
け
る
た
わ
や
め
を｣
と
定
め
て
い
る
。
他
に
も
十
例
ほ
ど
訓
が
あ
り
、
ま
た
そ
の
訓
を
定
め
ず
｢
行
靡
闕
矣｣
の
ま
ま
歌
の
解
釈
を
し
て
い
る
注
釈
書
も
多
く
あ
る
。
現
段
階
で
は
｢
行
靡
闕
矣｣
の
訓
に
つ
い
て
は
、
ど
の
よ
う
な
訓
が
出
来
る
の
か
は
も
う
少
し
考
察
を
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
次
に
、
当
該
歌
に
は
地
名
と
思
わ
れ
る
表
現
が
幾
つ
か
見
ら
れ
る
が
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
明
確
に
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
れ
ら
を
確
認
し
て
い
く
。
ま
ず
、｢
高
北｣
は
、
八
十
一
隣
を
含
む
総
名
・
修
飾
語
・
枕
詞
的
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
｢
高
北
の
く
く
り
の
宮｣
と
解
釈
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
一
方
で
『
私
注』
は
｢
高
北｣
を
｢
た
け
き
た｣
と
訓
み
、
岳
即
ち
山
の
北
側
と
し
、｢
高
北｣
の
表
現
も
歌
の
解
釈
に
大
き
く
関
わ
っ
て
い
る
と
定
め
て
い
る
。｢
高
北｣
の
地
に
つ
い
て
、
現
存
す
る
地
名
が
無
く
『
万
葉
集』
中
に
は
他
に
用
例
が
な
い
た
め
、
明
確
に
示
す
こ
と
は
難
し
い
が
、｢
北｣
と
い
う
表
現
を
重
視
し
｢
北
側
の｣
と
い
う
解
釈
は
可
能
と
考
え
る
。
次
に
｢
八
十
一
隣
之
宮｣
で
あ
る
が
、
多
く
の
注
釈
書
に
よ
っ
て
｢
岐
阜
県
可
児
市
久
々
利｣
と
解
釈
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
美
濃
の
国
す
な
わ
ち
現
在
の
岐
阜
県
に
現
存
す
る
地
名
が
｢
可
児
市
久
々
利｣
に
あ
る
こ
と
と
『
日
本
書
紀』
の
記
述
を
根
拠
と
し
て
い
る
。
し
か
し
『
私
注』
は
、
八
十
一
隣
の
地
を
現
在
の
可
児
市
久
々
利
と
し
な
い
説
を
提
唱
し
て
い
る
。｢
書
紀
の
記
事
も
傳
説
化
さ
れ
た
も
の
に
相
違
な
い｣
と
し
、｢
下
の
句
に
よ
り
、
不
破
闕
と
闕
連
あ
る
地
と
見
る
べ
き｣
と
し
て
い
る
。
諸
注
釈
書
が
言
う
よ
う
に
、
現
存
す
る
地
名
に
の
み
頼
れ
ば
｢
岐
阜
県
可
児
市
久
々
利｣
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、『
私
注』
が
言
う
よ
う
に
、｢
書
紀
の
記
事
の
傳
説
化｣
に
つ
い
て
考
察
し
、｢
下
の
句
に
よ
り
、
不
破
闕
と
闕
連
あ
る
地
と
見
る
べ
き｣
に
つ
い
て
も
考
察
を
し
た
い
と
考
え
る
。
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そ
し
て
｢
奥
十
山｣
に
つ
い
て
は
、
長
野
県
の
｢
小
木
曽｣
を
指
す
解
釈
も
あ
る
が
、
多
く
は
所
在
地
不
明
と
し
て
い
る
。
そ
の
な
か
で
、
『
私
注』
は
八
十
一
隣
の
地
を
現
在
の
可
児
市
久
々
利
と
せ
ず
不
破
の
関
と
断
定
し
て
い
る
こ
と
を
前
提
と
し
伊
吹
山
と
解
釈
し
て
い
る
。
ま
た
、
松
田
氏
は
、｢『
お
き
そ
山』
は
山
名
で
あ
る
が
、『
美
濃
の
山』
は
美
濃
の
国
の
山
の
義
で
山
名
で
は
な
い｣
と
解
し
て
い
る
。
用
字
か
ら
考
え
る
と
は
｢
奥
に
重
な
る
よ
う
に
あ
る
山｣
と
解
釈
で
き
、
特
定
の
一
つ
の
山
を
指
し
て
い
る
の
で
は
な
い
と
考
え
る
。
以
上
の
よ
う
に
当
該
歌
の
｢
行
靡
闕
矣｣
の
訓
や
｢
高
北｣
｢
奥
十
山｣
の
地
名
に
つ
い
て
は
諸
説
分
か
れ
て
い
る
。
し
か
し
、｢
八
十
一
隣
の
地｣
に
つ
い
て
は
多
く
の
注
釈
書
が
『
日
本
書
紀』
の
記
述
を
根
拠
と
し
て
い
る
の
に
対
し
て
、『
私
注』
は
｢
書
紀
の
記
事
の
傳
説
化｣
と
提
示
し
て
い
る
。
こ
の
『
日
本
書
紀』
の
記
事
に
つ
い
て
確
認
を
し
た
い
。
三
当
該
歌
と｢
景
行
紀｣
当
該
歌
中
の
｢
八
十
一
隣
之
宮｣
は
、｢
岐
阜
県
可
児
市
久
々
利｣
と
推
定
は
さ
れ
て
い
る
が
、『
万
葉
集』
中
に
は
他
に
用
例
が
な
く
未
だ
確
定
さ
れ
て
は
い
な
い
。
た
だ
、『
日
本
書
紀』
景
行
天
皇
条
に
｢
泳
宮｣
と
い
う
表
記
が
あ
り
割
注
に
｢
泳
宮
此
云
二
区
玖
利
能
弥
一｣
と
あ
り
、
こ
れ
を
根
拠
に｢
八
十
一
隣
之
宮｣
を｢
岐
阜
県
可
児
市
久
々
利｣
と
推
定
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
の
本
文
は
『
日
本
書
紀』
(
以
下
、『
日
本
書
紀』
の
本
文
は
『
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
(
５)』
に
拠
っ
た)
景
行
天
皇
四
年
の
条
に
あ
る
。
四
年
春
二
月
甲
寅
朔
甲
子
、
天
皇
幸
二
美
濃
一
。
左
右
奏
言
之
、
茲
国
有
二
佳
人
一
。
曰
二
弟
媛
一
。
容
姿
端
正
。
八
坂
入
彦
皇
子
之
女
也
。
天
皇
欲
二
得
為
一
レ
妃
、
幸
二
弟
媛
之
家
一
。
弟
媛
聞
二
乘
輿
車
駕
一
、
則
隱
二
竹
林
一
。
於
レ
是
天
皇
権
レ
令
二
弟
媛
至
一
、
而
居
二
于
泳
宮
一
之
。
鯉
魚
遊
一
、
而
密
來
臨
レ
池
。
天
皇
則
留
而
通
之
。
爰
弟
媛
以
為
、
夫
婦
之
道
古
今
達
則
也
。
然
於
レ
吾
而
不
レ
便
、
則
請
二
天
皇
一
曰
、
妾
性
不
レ
欲
二
交
接
之
道
一
。
今
不
レ
勝
二
皇
命
之
威
一
、
暫
納
二
帷
幕
之
中
一
。
然
意
所
二
不
快
一
、
亦
形
姿
穢
陋
。
久
之
不
レ
堪
レ
陪
二
於
掖
庭
一
。
唯
有
二
妾
姉
一
。
名
曰
二
八
坂
入
媛
一
。
容
姿
麗
美
、
志
亦
貞
潔
。
宜
レ
納
二
後
宮
一
。
天
皇
聴
之
。
仍
喚
二
八
坂
入
媛
一
為
レ
妃
。
生
二
七
男
六
女
一
。
景
行
天
皇
が
三
年
春
二
月
に
紀
伊
国
へ
行
幸
し
た
後
の
記
述
で
あ
り
、
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泳
宮
、
此
云
二
区
玖
利
能
弥
揶
一
。
鯉
魚
浮
レ
池
、
朝
夕
臨
而
戯
遊
。
時
弟
媛
欲
レ
見
二
其
美
濃
国
へ
行
幸
を
し
、
泳
宮
で
八
坂
入
彦
皇
子
の
女
に
求
婚
を
し
た
記
述
が
あ
る
。
こ
の
中
の
｢
泳
宮｣
に
つ
い
て
、『
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集』
頭
注
に
、｢
岐
阜
県
可
児
郡
可
児
町
久
々
利｣
と
あ
る
。
当
該
歌
の
｢
八
十
一
隣
之
宮｣
の
地
を
含
め
作
品
を
解
釈
す
る
上
で
、｢
景
行
紀｣
の
記
述
を
無
視
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
と
は
考
え
る
が
、『
万
葉
集』
中
に
｢
景
行
紀｣
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
の
記
述
は
な
く
、
当
該
歌
が
｢
景
行
紀｣
の
記
事
を
も
と
に
作
歌
さ
れ
た
根
拠
は
明
確
で
は
な
い
た
め
、
当
該
歌
の
解
釈
と
｢
景
行
紀｣
の
記
述
と
を
密
接
に
関
わ
ら
せ
る
必
要
は
大
き
く
な
い
と
考
え
る
。
一
方
で
、『
古
事
記』
(
本
文
は『
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
(
６)』
に
拠
っ
た)
の
景
行
天
皇
条
に
は
於
是
、
天
皇
、
聞
二
看
定
三
野
国
造
之
祖
、
大
根
王
之
女
、
名
兄
比
売
・
弟
比
売
二
嬢
子
、
其
容
姿
麗
美
一
而
、
遣
二
其
御
子
大
碓
命
以
一
、
喚
上
。
故
、
其
所
レ
遣
大
碓
命
、
勿
二
召
上
一
而
、
即
、
己
自
婚
二
其
二
嬢
子
一
、
更
求
二
他
女
人
一
、
詐
名
二
其
嬢
女
一
而
、
貢
上
。
(
中
略)
故
、
其
大
碓
命
、
娶
二
兄
比
売
一
、
生
子
、
押
黒
之
兄
日
子
王
。
此
者
、
三
野
之
宇
泥
須
和
気
之
祖
。
と
あ
り
、
景
行
天
皇
が
美
濃
国
へ
行
幸
を
し
た
と
い
う
事
実
も
明
確
で
は
な
く
、
泳
宮
で
の
八
坂
入
彦
皇
子
の
女
と
の
求
婚
の
話
も
記
述
さ
れ
て
い
な
い
。
た
だ
、
美
濃
の
国
造
の
祖
先
の
娘
を
妻
に
し
よ
う
と
し
た
記
述
が
あ
る
の
み
で
あ
る
。
ま
た
『
古
事
記』
の
美
濃
の
国
造
の
祖
先
の
娘
を
妻
に
し
よ
う
と
し
た
記
述
は
『
日
本
書
紀』
で
は
、
同
じ
景
行
天
皇
四
年
の
条
に
、
是
月
、
天
皇
聞
二
美
濃
国
造
、
名
神
骨
之
女
、
兄
名
兄
遠
子
、
弟
名
弟
遠
子
、
並
有
国
色
一
、
則
遣
二
大
碓
命
一
、
使
レ
察
二
其
婦
女
之
容
姿
一
。
と
あ
る
。『
日
本
書
紀』
の
｢
美
濃
国
造｣
に
つ
い
て
、『
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
(
５)』
頭
注
に
｢
岐
阜
県
本
巣
郡
糸
貫
町
見
延｣
と
あ
る
。
こ
の
｢
美
濃
国
造｣
の
娘
を
妻
に
し
よ
う
と
し
た
記
述
に
つ
い
て
も
『
日
本
書
紀』
と
『
古
事
記』
の
記
述
に
は
相
違
が
み
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
相
違
が
ど
の
よ
う
な
問
題
を
意
味
し
て
い
る
の
か
は
、
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
景
行
天
皇
が
美
濃
の
国
に
関
心
を
持
っ
て
い
た
こ
と
は
推
察
で
き
る
。
参
考
資
料
１
の
図
上
の｢
可
児(
泳
宮)｣
も
｢
糸
貫｣
も
、
畿
内
か
ら
陸
奥
国
ま
で
の
路
で
あ
る
東
山
道
上
に
あ
る
こ
と
は
確
認
で
き
る
。
特
に
『
古
事
記』
の
景
行
天
皇
条
で
は
｢
美
濃
国
造｣
の
娘
を
妻
に
し
よ
う
と
し
た
記
述
の
後
、
倭
建
命
に
よ
る
熊
曾
征
伐
の
記
述
と
な
っ
て
い
る
。
王
権
の
勢
力
拡
大
を
謀
ろ
う
と
し
て
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い
る
景
行
天
皇
に
と
っ
て
、
美
濃
の
国
が
何
ら
か
の
重
要
な
土
地
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
確
認
で
き
る
。
海
の
道
を
使
い
南
下
す
る
東
海
道
に
対
し
て
、
近
江
か
ら
不
破
を
越
え
北
上
す
る
た
め
の
東
山
道
を
通
る
た
め
に
は
美
濃
の
国
は
避
け
て
は
通
れ
な
い
道
で
あ
っ
た
と
考
え
る
の
で
あ
る
。『
日
本
書
紀』
の
記
事
と
当
該
歌
の
直
接
的
な
関
連
性
は
、
深
く
は
な
い
が
｢
道｣
と
当
該
歌
が
作
歌
さ
れ
た
状
況
と
は
何
ら
か
の
関
連
性
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
捉
え
る
。
四
当
該
歌
の
解
釈
『
日
本
書
紀』
の
記
事
が
当
該
歌
の
解
釈
に
直
接
的
に
影
響
さ
れ
る
必
要
は
な
い
と
筆
者
は
考
え
て
い
る
が
、
先
行
研
究
の
多
く
は
『
日
本
書
紀』
の
記
事
と
の
関
わ
り
を
持
た
せ
た
解
釈
を
し
て
い
る
。
こ
こ
で
、
幾
つ
か
当
該
歌
の
解
釈
を
確
認
す
る
こ
と
に
す
る
。
『
私
注』
は
八
十
一
隣
の
地
を
現
在
の
可
児
市
久
々
利
と
し
な
い
説
を
提
唱
し
て
い
る
。｢
書
紀
の
記
事
も
傳
説
化
さ
れ
た
も
の
に
相
違
な
い｣
と
し
、｢
ク
ク
リ
は
地
下
水
の
ク
グ
リ
出
る
地｣
と
捉
え
、｢
地
下
水
湧
出
地
な
る
に
よ
り
、
寧
ろ
不
破
郡
國
府
付
近
の
地
と
す
べ
き
で
あ
り
、
な
ほ
下
の
句
に
よ
り
、
不
破
闕
と
闕
連
あ
る
地
と
見
る
べ
き｣
と
し
、
モ
モ
キ
ネ
(
枕
詞)
美
濃
の
國
の
、
山
の
北
の
、
泳
の
宮
に
、
東
方
に
行
く
こ
と
の
出
來
な
い
關
所
が
あ
る
と
聞
い
て
、
そ
れ
を
避
け
て
、
吾
が
通
つ
て
行
く
道
の
、
オ
キ
ソ
山
や
美
濃
の
山
、
な
び
い
て

に
な
れ
と
、
人
は
踏
む
け
れ
ど
も
、
か
う
傍
に
寄
れ
と
、
人
は
突
く
け
れ
ど
も
、
無

の
山
で
あ
る
、
オ
キ
ソ
山
で
あ
り
、
美
濃
の
山
で
あ
る
よ
。
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(『日本古代道路事典』 二〇〇五・五)
と
い
う
大
意
を
と
っ
て
い
る
。『
万
葉
集』
中
の
｢
く
く
り｣
の
用
例
は
当
該
歌
を
含
み
四
例
で
あ
る
が
、
白
玉
の
間
開
け
つ
つ
貫
け
る
緒
も
く
く
り
寄
す
れ
ば
後
も
合
ふ
も
の
そ
(
⑪
二
四
四
八)
玉
の
緒
の
く
く
り
寄
せ
つ
つ
末
つ
ひ
に
行
き
は
別
れ
ず
同
じ
緒
に
あ
ら
む
(
⑪
二
七
九
〇)
こ
も
り
く
の
泊
瀬
の
川
の
上
つ
瀬
に
鵜
を
八
つ
潜
け
下
つ
瀬
に
鵜
を
八
つ
潜
け
上
つ
瀬
の
鮎
を
食
は
し
め
下
つ
瀬
の
鮎
を
食
は
し
め
く
は
し
妹
に
鮎
を
惜
し
み
く
は
し
妹
に
鮎
を
惜
し
み
投
ぐ
る
さ
の
遠
ざ
か
り
居
て
思
ふ
そ
ら
安
け
な
く
に
嘆
く
そ
ら
安
け
な
く
に
衣
こ
そ
ば
そ
れ
破
れ
ぬ
れ
ば
継
ぎ
つ
つ
も
ま
た
も
合
ふ
と
い
へ
玉
こ
そ
ば
緒
の
絶
え
ぬ
れ
ば
く
く
り
つ
つ
ま
た
も
合
ふ
と
い
へ
ま
た
も
逢
は
ぬ
も
の
は
妻
に
し
あ
り
け
り
(
⑬
三
三
三
〇)
他
の
三
首
は
全
て
｢
括
る｣
と
い
う
意
で
用
い
ら
れ
て
お
り
、｢
く
く
る｣
の
用
例
で
は
し
き
た
へ
の
枕
ゆ
く
く
る
涙
に
そ
浮
寝
を
し
け
る
恋
の
繁
き
に
(
④
五
〇
七)
水
く
く
る
玉
に
交
じ
れ
る
磯
貝
の
片
恋
ひ
の
み
に
年
は
経
に
つ
つ
(
⑪
二
七
九
六)
と
あ
り
、
二
例
中
二
例
と
も
｢
水｣
と
の
関
連
が
深
い
歌
で
あ
る
。
し
か
し
現
在
の
可
児
市
久
々
利
付
近
に
も
久
々
利
川
が
流
れ
て
お
り
、
｢
く
く
り｣
を
地
下
水
の
湧
出
地
で
あ
る
こ
と
か
ら
不
破
付
近
の
地
と
認
定
す
る
こ
と
に
は
賛
成
し
か
ね
る
。
た
だ
、
前
述
し
た
よ
う
に
『
日
本
書
紀』
の
記
事
に
影
響
を
受
け
す
ぎ
る
解
釈
に
対
す
る
批
判
に
は
、
筆
者
も
同
様
に
考
え
る
。
一
方
松
田
氏
は
、｢
八
十
一
隣｣
を
可
児
市
と
固
定
し
、
そ
こ
に
通
い
得
る
の
は
、
距
離
・
交
通
路
か
ら
尾
張
以
外
な
い
と
し
た
。
ま
た
、
景
行
紀
中
の
八
坂
入
彦
命
の
生
母
が
尾
張
氏
の
出
で
あ
る
こ
と
な
ど
を
根
拠
と
し
て
、
歌
の
中
に
は
確
か
に
久
々
利
が
詠
ま
れ
て
い
て
、
そ
の
点
か
ら
久
々
利
の
歌
、
美
濃
の
歌
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
し
か
し
久
々
利
で
出
来
た
歌
で
な
く
、
久
々
利
人
の
心
を
詠
ん
だ
も
の
で
も
な
い
。
久
々
利
人
な
ら
ぬ
美
濃
人
な
ら
ぬ
、
久
々
利
人
、
美
濃
人
に
と
っ
て
他
所
人
の
尾
張
人
が
、
尾
張
人
の
心
を
尾
張
か
ら
歌
っ
た
と
解
釈
し
、
百
き
ね
美
濃
の
国
の
、
高
北
の
久
々
利
の
宮
に
、
日
に
向
か
っ
て
行
き
靡
い
た
、
な
よ
な
よ
と
姿
美
し
い
少
女
が
あ
る
と
聞
い
て
、
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私
が
通
っ
て
行
く
道
に
あ
る
、
お
き
そ
山
よ
、
尾
張
で
な
い
美
濃
の
国
の
山
よ
。
靡
い
て
平
に
な
れ
と
人
は
踏
む
け
れ
ど
、
こ
う
寄
れ
と
人
は
突
く
け
れ
ど
、
応
じ
な
い
無
情
な
山
の
、
お
き
そ
山
よ
、
尾
張
で
な
い
美
濃
の
国
の
山
よ
。
と
い
う
大
意
を
と
っ
て
い
る
。｢
景
行
紀｣
の
記
事
の
み
を
根
拠
と
し
て
｢
八
十
一
隣｣
を
現
在
の
可
児
市
と
断
定
し
て
し
ま
う
の
で
は
な
く
、
現
在
の
｢
久
々
利｣
の
地
を
道
の
上
か
ら
考
察
し
て
み
た
い
。
ま
た
、
松
田
氏
が
い
う
｢
景
行
紀｣
中
の
八
坂
入
彦
命
の
生
母
が
尾
張
氏
の
出
で
あ
る
こ
と
な
ど
を
根
拠
と
し
た
尾
張
人
の
作
に
よ
る
歌
で
あ
る
と
い
う
解
釈
は
、
あ
ま
り
に
も
『
日
本
書
紀』
の
記
述
に
影
響
を
さ
れ
す
ぎ
て
い
て
、
や
は
り
賛
同
し
か
ね
る
。
歌
の
記
述
は
｢
三
野
之
国
之
(
略)
八
十
一
隣
之
宮
尓
(
略)
有
登
聞
而
吾
通
道
之｣
で
あ
り
、
や
は
り
｢
行
靡
闕
矣｣
に
定
訓
が
な
い
こ
と
が
歌
の
解
釈
に
大
き
く
関
わ
る
が
、｢
美
濃
の
国
の
く
く
り
の
宮
に
何
か
が
有
る
と
聞
い
て
私
が
通
う
道｣
と
い
う
解
釈
を
し
て
お
き
た
い
。
ま
た
『
釋
注
(
７)』
は
第
六
句
｢
行
靡
闕
矣｣
に
は
定
訓
が
な
い
け
れ
ど
も
、
求
め
て
行
く
女
性
の
状
態
を
示
す
句
で
あ
る
こ
と
は
推
察
が
つ
く
。
と
し
、
も
も
き
ね
美
濃
の
国
の
、
高
北
の
泳
の
宮
に
、
日
向
か
い
に
行
靡
闕
矣
あ
る
と
聞
い
て
、
私
が
出
か
け
て
行
く
道
の
行
く
手
に
た
ち
は
だ
か
る
奥
十
山
、
美
濃
の
山
よ
。
靡
き
伏
せ
と
人
は
踏
む
け
れ
ど
も
、
こ
ち
ら
へ
寄
れ
と
人
は
突
け
れ
ど
も
、
何
の
思
い
や
り
も
な
い
山
だ
、
こ
の
奥
十
山
、
美
濃
の
山
は
。
と
大
意
を
と
り
、
求
め
る
女
性
と
の
あ
い
だ
を
遮
る
山
を
除
き
た
い
と
い
う
発
想
は
純
朴
で
味
が
あ
る
。
柿
本
人
麻
呂
の
｢
妹
が
門
見
む
靡
け
こ
の
山｣
(
２
一
三
一)
に
や
が
て
通
じ
て
行
く
心
で
あ
る
。
言
葉
づ
か
い
も
古
い
い
ろ
ど
り
が
あ
り
、
な
か
な
か
い
い
歌
だ
。
と
評
し
て
い
る
。
確
か
に
｢
靡
得
人
雖
跡
如
此
依
等
人
雖
衝
無
意
山
之
奥
礒
山
三
野
之
山｣
と
い
う
、
人
が
踏
ん
で
も
突
い
て
も
心
が
無
い
山
を
越
え
て
ま
で
も
行
こ
う
と
す
る
そ
の
目
的
は
、
愛
し
い
人
に
会
う
た
め
で
あ
っ
た
こ
と
は
否
め
な
い
と
考
え
る
。
当
該
歌
の
解
釈
に
、『
日
本
書
紀』
の
記
事
が
全
く
無
関
係
と
は
考
え
難
い
が
、
松
田
氏
や
澤
瀉
『
注
釋
(
８)』
の
よ
う
に
｢
景
行
紀｣
の
伝
説
あ
り
き
の
解
釈
は
根
拠
が
不
十
分
と
考
え
る
。
や
は
り
『
万
葉
集』
中
の
一
作
品
と
し
て
、
当
該
歌
の
解
釈
を
作
歌
状
況
も
想
定
し
て
考
察
す
る
べ
き
と
考
え
る
の
で
あ
る
。
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五作
歌
状
況
と
作
者
の
想
定
当
該
歌
の
作
歌
状
況
や
作
者
に
つ
い
て
は
、
澤
瀉
『
注
釋』
は
｢
景
行
紀
の
物
語
と
關
係
づ
け
た
も
の
と
考
へ
て
よ
い｣
と
し
、
前
述
し
た
よ
う
に
松
田
氏
は
｢
尾
張
人
の
心
を
尾
張
か
ら
歌
っ
た｣
と
し
て
い
る
。
ま
た
『
釋
注』
は
｢
古
代
演
劇
の
詞
章
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
も
考
え
ら
れ
る｣
と
し
、『
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
(
１)』
の
頭
注
は
｢
遠
く
に
い
る
恋
人
を
一
目
見
た
い
と
い
う
内
容
の
民
謡
か
。
あ
る
い
は
『
景
行
紀』
四
年
の
説
話
を
踏
ま
え
た
歌
と
も
考
え
ら
れ
る｣
と
し
て
い
る
。
そ
し
て
、『
全
注
(
９)』
は
こ
の
歌
は
、
こ
の
道
(
東
山
道
を
指
し
て
い
る
。
筆
者
注)
を
往
来
す
る
官
人
た
ち
に
よ
っ
て
、
可
児
駅
に
宿
泊
し
た
夜
な
ど
に
歌
わ
れ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
南
方
の
山
を
越
え
た
所
に
景
行
天
皇
の
求
婚
の
伝
説
の
地
久
々
利
が
あ
る
と
聞
き
―
伝
説
そ
の
も
の
は
以
前
か
ら
知
っ
て
い
た
か
も
知
れ
な
い
―
、
興
味
を
覚
え
る
ま
ま
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
し
、
自
分
(
自
分
た
ち
も)
美
女
(
想
像
の
中
で
は
官
女
た
ち
も
含
ま
れ
て
い
た
か
も
知
れ
な
い)
の
い
る
泳
宮
に
行
き
た
い
。
そ
の
た
め
に
は
山
が
靡
い
て
ほ
し
い
、
横
に
寄
っ
て
ほ
し
い
と
、
山
に
向
か
っ
て
足
踏
み
し
た
り
手
で
突
く
動
作
を
し
た
り
し
な
が
ら
歌
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
と
し
て
い
る
。
筆
者
は
『
全
注』
の
解
釈
に
概
ね
賛
同
し
た
い
と
考
え
る
。た
だ
し
、
可
児
駅
に
宿
泊
し
た
時
と
す
る
の
も
良
い
が
｢
吾
が
行
く
道
の｣
と
い
う
表
現
に
注
目
す
る
と
、
東
山
道
を
各
務
駅
か
ら
可
児
駅
に
向
か
っ
て
い
る
と
き
に
、
東
山
道
の
道
筋
の
南
の
山
を
隔
て
た
泳
宮
の
所
在
と
景
行
天
皇
の
求
婚
の
伝
説
を
耳
に
し
、
或
い
は
歌
謡
を
聞
い
た
旅
人
が
作
歌
し
た
と
想
定
す
る
こ
と
も
で
き
る
と
考
え
る
の
で
あ
る
。
東
山
道
を
往
来
し
た
人
(
都
人)
が
｢
景
行
紀｣
の
伝
説
も
踏
ま
え
た
土
地
に
伝
わ
る
歌
謡
を
利
用
し
て
都
人
に
よ
っ
て
作
歌
さ
れ
た
も
の
と
考
え
る
の
で
あ
る
。
江
戸
時
代
の
宿
場
の
設
定
に
な
る
が
、
可
児
の
宿
場
は
、
伏
見
宿
と
御
嶽
宿
で
あ
っ
た
が
、
国
道

号
線
か
ら
県
道

号
線
へ
入
る
あ
た
り
に
現
在
｢
宿
(
参
考
資
料
図
中
②)｣
と
い
う
地
名
が
残
っ
て
い
る
点
に
注
目
し
て
お
く
。
現
在
中
山
道
(
東
山
道)
と
さ
れ
て
い
る
道
は
国
道

号
線
で
あ
り
、
現
在
の
可
児
市
久
々
利
は
山
を
境
に
少
し
離
れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
中
山
道
と
推
定
さ
れ
る
道
は
い
く
つ
か
あ
り
、
国
道

号
線
か
ら
宿
(
参
考
資
料
図
中
②)
を
通
り
県
道

号
線
に
上
る
道
は
旧
中
山
道
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の
上
街
道
で
あ
る
。
そ
の
道
は
現
在
の
釜
戸
へ
と
続
い
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
の
道
を
上
っ
て
し
ま
え
ば
、
く
く
り
辺
り
を
見
る
こ
と
が
出
来
な
く
な
り
、
上
街
道
に
上
る
前
に
作
歌
さ
れ
た
こ
と
が
想
定
で
き
る
。
上
街
道
に
入
る
前
ま
で
に
山
を
隔
て
た
泳
宮
の
所
在
と
景
行
天
皇
の
求
婚
の
伝
説
を
耳
に
し
、
或
い
は
歌
謡
を
聞
い
た
旅
人
(
都
人)
が
作
歌
し
た
と
考
え
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
、
泳
宮
が
現
在
の
可
児
市
久
々
利
あ
た
り
に
存
在
す
る
背
景
に
つ
い
て
確
認
し
て
お
く
。
泳
宮
は
県
道

号
線
上
と
考
え
ら
れ
、
土
岐
可
児
線
と
呼
ば
れ
て
い
る
。『
日
本
古
代
道
路
の
復
原
的
研
究
(
)』
に
国
分
寺
と
官
寺
と
の
関
連
か
ら
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
古
代
駅
路
と
現
代
の
高
速
道
路
が
共
に
既
存
の
集
落
と
は
無
関
係
に
目
的
地
に
最
短
距
離
で
到
達
す
る
よ
う
に
路
線
を
設
定
す
る
た
め
に
、
地
形
的
に
自
ず
か
ら
類
似
し
た
路
線
を
と
っ
た
と
指
摘
し
て
い
る
。
参
考
資
料
２
の
図
に
①
で
示
し
た
箇
所
が
現
在
の
可
児
市
久
々
利
あ
た
り
で
、
東
海
環
状
自
動
車
道
は
国
道

号
線
よ
り
も
県
道

号
線
に
近
い
経
路
で
通
っ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
最
短
距
離
を
選
択
し
た
旅
人
た
ち
に
よ
り
、
現
在
設
定
さ
れ
て
い
る
中
山
道
の
他
に
も
各
務
駅
か
ら
可
児
駅
に
向
か
う
道
が
あ
り
、
そ
れ
は
｢
く
く
り｣
あ
た
り
を
通
っ
た
と
推
定
す
る
の
で
あ
る
。
東
山
道
を
東
に
向
か
う
時
、
各
務
駅
―
可
児
駅
―
土
岐
駅
へ
の
経
路
も
あ
る
が
、
旧
中
山
道
を
通
る
道
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
道
筋
の
中
で
木
曽
川
を
渡
る
際
に
、
鵜
沼
で
渡
る
道
筋
も
あ
れ
ば
、
今
渡
で
渡
る
道
筋
も
あ
る
と
想
定
出
来
る
。
そ
し
て
、
ま
た
、
そ
の
渡
っ
た
先
の
土
岐
に
い
た
る
道
も
様
々
な
道
が
想
定
さ
れ
、
そ
の
一
つ
が
久
々
利
を
通
っ
た
と
考
え
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
当
該
歌
の
｢
八
十
一
隣｣
を
可
児
市
久
々
利
と
想
定
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
道
を
往
来
す
る
旅
人(
都
人)
が｢
久
々
利｣
の
地
を
通
っ
た
時
、｢
景
行
紀｣
の
伝
説
と
土
地
に
伝
わ
る
歌
謡
を
も
と
に
し
て
作
歌
し
た
と
考
え
る
の
で
あ
る
。
単
に
｢
く
く
り｣
に
伝
わ
る
歌
謡
が
採
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録
さ
れ
た
の
で
も
な
く
、｢
景
行
紀｣
の
伝
説
の
み
を
モ
チ
ー
フ
に
作
歌
さ
れ
た
も
の
で
も
な
い
と
考
え
る
。
ま
た
、｢
八
十
一｣
の
表
記
は
｢
く
く｣
の
戯
書
で
あ
り
、
巻
一
の
二
七
番
歌
の
淑
人
乃
良
跡
吉
見
而
好
常
言
師
芳
野
吉
見
与
良
人
四
来
三
が
｢
よ
し｣
の
字
を
六
種
用
い
て
表
記
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
知
識
を
持
っ
た
人
に
よ
る
表
記
と
考
え
ら
れ
る
。
も
ち
ろ
ん
表
記
者
(
筆
録
者)
と
作
歌
者
が
必
ず
し
も
同
一
人
物
と
は
認
め
ら
れ
な
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
筆
録
の
際
に
の
み
、
わ
ざ
わ
ざ
戯
書
に
変
え
る
必
要
は
な
い
と
考
え
、
当
該
歌
が
知
識
を
持
っ
た
都
人
の
手
に
よ
る
作
歌
と
想
定
す
る
の
で
あ
る
。
六
お
わ
り
に
当
該
歌
は
相
聞
で
は
な
く
雑
歌
に
分
類
さ
れ
て
お
り
、
松
田
氏
や
『
釋
注』
の
よ
う
に
｢
景
行
紀｣
を
モ
チ
ー
フ
と
し
た
相
聞
的
に
解
釈
を
し
た
作
歌
状
況
を
考
え
る
の
は
｢
景
行
紀｣
の
影
響
を
深
く
考
え
す
ぎ
と
捉
え
る
。
そ
し
て
、『
私
注』
が
指
摘
す
る
よ
う
に
下
の
句
の
｢
無
意
山
之
奥
礒
山
三
野
之
山｣
は
、
や
は
り
眼
前
に
そ
び
え
る
山
、
旅
路
に
遭
遇
す
る
障
害
に
対
し
て
の
思
い
が
込
め
ら
れ
た
歌
と
解
釈
す
る
の
が
適
当
と
考
え
る
。
ま
た
当
該
歌
の
前
後
の
歌
は
旅
路
で
の
歌
で
あ
り
、
当
該
歌
も
お
そ
ら
く
旅
路
で
の
歌
で
あ
ろ
う
。
ま
た
そ
の
道
は
、
東
山
道
を
通
っ
て
の
旅
路
で
あ
っ
た
と
想
定
す
る
。
松
田
氏
は
前
述
し
た
よ
う
に
尾
張
と
の
関
わ
り
か
ら
こ
の
歌
の
背
後
の
場
所
は
尾
張
で
、
現
在
名
古
屋
市
守
山
区
の
辺
と
見
る
べ
く
、｢
わ
が
通
ふ
道｣
と
は
そ
こ
か
ら
瀬
戸
市
、
春
日
井
を
通
り
、
内
津
峠
を
越
え
て
久
々
利
に
向
か
う
古
道
で
あ
る
と
想
定
さ
れ
て
い
る
。
松
田
氏
の
論
は
、｢
景
行
紀｣
の
泳
宮
譚
が
当
該
歌
の
作
歌
に
関
係
が
あ
る
こ
と
が
根
底
に
あ
り
、
あ
ま
り
に
も
尾
張
と
の
強
い
結
び
つ
き
を
強
調
さ
れ
て
い
る
点
は
賛
同
し
か
ね
る
が
、
尾
張
か
ら
東
山
道
へ
入
る
道
も
想
定
さ
れ
、
作
者
が
尾
張
か
ら
の
旅
人
で
あ
っ
た
可
能
性
は
あ
る
。
前
述
し
た
よ
う
に
、
東
山
道
を
東
に
向
か
う
そ
の
道
筋
は
一
つ
で
は
な
く
、
様
々
な
道
が
想
定
さ
れ
、
そ
の
道
筋
で
久
々
利
を
通
っ
た
際
に
｢
景
行
紀｣
の
伝
説
と
土
地
に
伝
わ
る
歌
謡
を
聞
き
、
幾
つ
か
の
障
害
を
越
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
旅
路
に
あ
っ
て
、
妹
へ
の
思
い
を
込
め
、
歌
謡
を
利
用
し
て
都
人
が
作
歌
し
た
と
考
え
た
。
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当
該
歌
の
作
歌
背
景
を
多
く
の
先
行
研
究
の
よ
う
に
｢
景
行
紀｣
に
全
て
委
ね
る
こ
と
に
は
賛
同
し
か
ね
る
が
、
そ
の
影
響
は
少
な
か
ら
ず
考
慮
す
べ
き
で
あ
る
。｢
景
行
紀｣
を
読
ん
で
み
る
と
、｢
美
濃
の
国｣
は
要
衝
の
地
で
あ
っ
た
こ
と
は
確
認
で
き
、
そ
の
地
を
通
っ
て
多
く
の
人
が
往
来
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。『
万
葉
集』
の
時
代
の
旅
は
、
時
に
は
命
に
さ
え
関
わ
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
旅
路
を
大
き
く
左
右
す
る
｢
道｣
の
選
択
は
重
要
で
あ
っ
た
と
推
察
で
き
る
。
参
考
資
料
１
で
示
し
た
道
だ
け
で
な
く
、
旅
を
す
る
者
た
ち
が
そ
れ
ぞ
れ
に
道
を
選
び
、
通
っ
た
の
で
あ
る
。
東
海
道
が
｢
海｣
を
利
用
し
て
行
く
｢
道｣
で
あ
っ
た
の
に
対
し
て
、
東
山
道
は
｢
山｣
を
利
用
し
て
行
く
｢
道｣
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。｢
海｣
は
海
上
の
荒
れ
具
合
な
ど
天
候
に
左
右
さ
れ
る
が
、｢
山｣
は
｢
海｣
ほ
ど
は
天
候
に
左
右
さ
れ
な
い
。
そ
し
て
、｢
山｣
の
道
を
行
く
場
合
に
も
、
よ
り
近
く
、
安
全
で
楽
な
道
が
選
択
さ
れ
た
と
考
え
る
。
当
該
歌
に
｢
く
く
り｣
が
詠
ま
れ
て
い
る
の
は
、
そ
の
地
が
旅
人
に
と
っ
て
選
択
さ
れ
た
｢
道｣
で
あ
り
、｢
吾
が
通
く
道｣
で
あ
っ
た
こ
と
は
推
察
で
き
る
。
旅
の
途
中
で
｢
景
行
紀｣
の
伝
説
の
地
｢
く
く
り｣
を
通
り
、
そ
こ
に
伝
わ
る
歌
謡
を
モ
チ
ー
フ
と
し
て
戯
書
が
で
き
る
知
識
を
持
っ
た
都
人
の
手
に
よ
る
作
歌
と
想
定
す
る
の
で
あ
る
。
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